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1. はじめに

最近、家族看護学を看護基礎教育の専門領域として、あるいは授業科目としてカリ

キュラムに取り入れる看護系の教育機関が増えてきました。家族看護学の教育内容は

学生が理解しやすく、演習や実習の場で実践可能な内容でしょうか。あるいは看護さ

れる家族の意見が反映された家族が満足する内容になっているでしょうか。

このセッションでは、職種や立場を越えて家族看護学の看護基礎教育について、参

加者のみなさまと一緒に考えていきたいと思います。

2. セッションの紹介

家族看護学の担当教員、家族を看護する訪問看護師、在宅療養者の家族の 3者の方

から、いままでの豊かな経験を通して家族看護学の看護基礎教育についてご意見をい

ただく予定です。

3.討論したいこと
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看護を学ぶ学生に家族のここを知ってもらいたい、家族をこのように理解して欲し

い、家族の力のすごさを知って欲しい、家族から学んだこと、家族が看護者に期待す

ること、家族を看護するのに大切なこと、などなど。

討論でのご意見を教育にいかに反映させていくかが、このセッションの課題です。


